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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】
　平成28年６月29日に提出した第149期（自　平成27年４月１日　至　平成28年３月31日）有価証券報告書の記載事項

の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため、有価証券報告書の訂正報告書を提出するものです。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第２　事業の状況

７　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

(4）資本の財源及び資金の流動性についての分析

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿線で示しております。

 

第一部【企業情報】

第２【事業の状況】

７【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(4)資本の財源及び資金の流動性についての分析

　　（訂正前）

①キャッシュ・フロー

当連結会計年度末の総資産は、対前期末比116億67百万円減の1,956億50百万円となりました。これは主とし

て、上場株式の株価下落等による投資有価証券の減少によるものです。有利子負債（借入金）が、対前期末比58

億12百万円減の762億41百万円となったことや、未払金の減少等により、負債合計は対前期末比93億48百万円減の

1,273億87百万円となりました。純資産は、対前期末比23億19百万円減の682億62百万円となり、自己資本比率

は、対前期末比0.8ポイント上昇し34.0%となりました。

②財政状態

当連結会計年度の営業活動によるキャッシュ・フローは、主として税金等調整前当期純利益の計上や仕入債務

の増加等により76億52百万円の純収入となりました。投資活動によるキャッシュ・フローは、主として有形固定

資産の取得による支出により28億55百万円の純支出となりました。財務活動によるキャッシュ・フローは、長期

借入金の返済による支出等により81億66百万円の純支出となりました。この結果、現金及び現金同等物の当期連

結会計年度末残高は、対前期末比35億52百万円減の121億63百万円となりました。

 

　　（訂正後）

①財政状態

当連結会計年度末の総資産は、対前期末比116億67百万円減の1,956億50百万円となりました。これは主とし

て、上場株式の株価下落等による投資有価証券の減少によるものです。有利子負債（借入金）が、対前期末比58

億12百万円減の762億41百万円となったことや、未払金の減少等により、負債合計は対前期末比93億48百万円減の

1,273億87百万円となりました。純資産は、対前期末比23億19百万円減の682億62百万円となり、自己資本比率

は、対前期末比0.8ポイント上昇し34.0%となりました。

②キャッシュ・フロー

当連結会計年度の営業活動によるキャッシュ・フローは、主として税金等調整前当期純利益の計上や仕入債務

の増加等により76億52百万円の純収入となりました。投資活動によるキャッシュ・フローは、主として有形固定

資産の取得による支出により28億55百万円の純支出となりました。財務活動によるキャッシュ・フローは、長期

借入金の返済による支出等により81億66百万円の純支出となりました。この結果、現金及び現金同等物の当期連

結会計年度末残高は、対前期末比35億52百万円減の121億63百万円となりました。
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